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議 事 日 程  （第３号） 

 

令和２年９月10日（木）午前10時開会 

 

日程第１        一般質問 

             質問順序  １．２番 加藤 治司 

                   ２．８番 高柳 達弥 

                   ３．１番 柴田 一雄 

                   ４．３番 滝本 幸夫 

                   ５．７番 土屋 和幸 

 

 

 

○本日の会議に付した事件┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄議事日程に掲げた事件に同じ 

○出席及び欠席議員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○説明のため出席した者┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○職務のため議場に出席した事務局職員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 
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午前10時00分 開会 

○議長（加藤弘己） ただいまの出席議員は18名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日は傍聴席へ報道機関が入っております。なお、

撮影を許可した者には許可証を交付しておりますの

で御報告いたします。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりでござい

ます。 

───────────────── 

○議長（加藤弘己） 日程第１ 一般質問を行いま

す。 

 昨日に引き続き一般質問を行います。本日の質問

順序は、受付順により、１番、加藤治司君、２番、

高柳達弥君、３番、柴田一雄君、４番、滝本幸夫君、

５番、土屋和幸君と決定いたします。 

 初めに、２番 加藤治司君の発言を許します。２

番 加藤治司君。 

  〔２番 加藤治司登壇〕 

○２番（加藤治司） ２番 加藤治司です。はっき

りしない天気が続く中ですけども、今日の一番バッ

ターということで、よろしくお願いします。 

 主題は、高齢者に優しい、利用しやすい交通手段

のあるまちへということで、質問しようとする背景

や経緯ですが、湖西市議会議員となって１年と数か

月経過しましたが、主題の高齢者に優しい、利用し

やすい交通手段のあるまちへは、私の選挙公約の中

の一つでありまして、議会で機会があれば、議会の

場で質問するつもりでしたが、最近の湖西市地域公

共交通会議の動向で大きな動きが見られますので、

よい機会だと思って質問する次第です。 

 今年４月に開催されました湖西市地域公共交通会

議では、１つ目に「市民のニーズは増加、多様化し

ていくことが予想される中で、コーちゃんバスを中

心とした公共交通施策は限界が来ており、コミュニ

ティバス事業は可能な限り運行経路を圧縮し、バス

機能に特化しつつ、デマンド型の乗り合いタクシー

の運行範囲を市全域に拡大する」という方向づけが

なされました。 

 ２つ目には、令和２年10月からコーちゃんバスの

路線再編と運賃改定を実施し、また、デマンド型乗

り合いタクシーの乗り合い率向上に向けた運賃改定

を実施することが決まりました。 

 さらに３つ目に、企業シャトルＢａａＳ事業につ

いての令和２年度事業計画で、11月から実証実験の

開始が決定されています。 

 以上のように、最近決定された内容から、湖西市

のコーちゃんバスを主体とした公共交通が交通弱者

へのサービスを維持しつつ、市の負担金の削減を目

指した改善、会社によると改善なんですけども、改

善を進めていると受け止めた次第です。 

 ちなみに、平成30年度実績で、コーちゃんバスの

年間利用者10万5,697人に対しまして、市の負担金

は7,774万3,000円であり、利用者１人当たりに換算

しますと、732円となっています。また、令和元年

度では年間利用者９万8,451人に対し、7,492万円を

負担しており、利用者１人当たり761円となって、

１回１人当たりの市の負担金は増加傾向になって、

歯止めをかけることが必要だと思います。 

 さらに地域住民の声として、１つ目に、家族送迎

に頼れない高齢者世帯・独り暮らし世帯が増えてい

るということで、だんだん高齢になってきますと足

腰も弱くなって、バス停まで行くのが困難とか、坂

道を下りたり上がったりするのが困難ということで、

利用しやすい乗り物で病院や商店に行きやすくして

ほしいという声や、２つ目に、一般的な家庭は自家

用車を持っており、コーちゃんバスは利用者が限定

されているので、空車が目立ち、無駄が多いという

意見もあります。 

 質問の目的ですが、今述べたような背景から、高

齢者に優しいデマンドタクシーのような、利用しや

すい交通手段が湖西市内全域で、いつ頃までに利用

可能になるのかを確認します。また、湖西市公共交

通会議で議事録にちょっと分かりにくい表現があり

ましたので、再度その抱える問題とか見直しの方向

性について、内容を確認させてください。 

 さて、質問ですが、第１に公共交通会議が抱える

課題として、今後も市民のニーズは増加、多様化し

ていくことが予想されるとありますが、ニーズの増

加、多様化とは、私が考えるには、市内循環バスが
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バス停で乗降させる方法では、主な利用者である高

齢者のニーズを満足できないという取り方をしても

らいましたけども、もう少し中身について説明をお

願いします。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。答弁お願いします。 

  〔産業部長 山本信治登壇〕 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 今後、高齢化がさらに進展していく中で、公共交

通を活用しなければ移動できなくなる市民が必然的

に増加していくことが予想されます。特に近年は、

高齢者ドライバーによる自動車事故が社会問題化し

たことから、免許返納が社会課題となっており、公

共交通の重要度がさらに増加している状況でござい

ます。 

 これまで公共交通の利用を考えていなかった市民

や、利用したくとも利便性が低いために利用できず

に自家用車に頼っていた市民などから、利用したい

時間帯や自宅近くにバス停が欲しいなど、利用者の

ニーズが大幅に増加していくことが予想されますの

で、コーちゃんバスだけではなく、デマンド型乗合

タクシーの導入を加速している状況でございます。 

 またさらに、企業と連携をしたＭａａＳの取組を

初めとする新たな公共交通サービスに取り組むこと

で、高齢者も若年層も通院、買物や通学で困ること

がないような社会を構築してまいりたいと考えてお

ります。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 加藤治司君。 

○２番（加藤治司） ありがとうございました。特

に高齢者のニーズの増加とか多様化というのは、日

本国内でも同じような問題を抱えている地域が多く

て、それに取り組んでいる市町村も多いというふう

に聞いております。 

 そういう中で、第２番の質問ですけども、現在の

コーちゃんバスを中心とした公共交通施策の展開に

は限界が来ており、抜本的な見直しをする必要があ

るとありますが、展開に限界が来ておりとは、先ほ

ど背景で言いました財政面での負担が大きいことな

のか、それとも今１番で質問したように、高齢者の

ニーズを満足できないという、これからニーズが増

加していくということなのかの説明をお願いします。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 先ほども申し上げましたとおり、公共交通に対す

るニーズは今後増加、多様化していくことが予想さ

れております。 

 一方、湖西市の公共交通に関する市民満足度は低

く、市民意識調査によると、60％以上の市民が利用

しにくい、もしくはどちらかと言えば利用しにくい

と回答しており、利用しやすいと回答した人を大幅

に上回っております。具体的な意見としては、バス

停が遠い、便数が少ないといった利便性に関するも

のが寄せられております。 

 利便性を向上させるためには、さらなるバスの増

便等が必要になってくるということでございますけ

れども、財政面も含めまして、併せて運行を担うバ

ス会社、バス業界全体が運転手不足と現在の働き方

改革という大きな問題を抱えておるというところが

ございまして、財政負担の増加をさせただけでは対

応ができないという社会状況となっておる事実がご

ざいます。 

 そこで湖西市では、これまでのコーちゃんバスを

中心とした公共交通から脱し、自宅から指定施設ま

での移動可能なデマンド型乗り合いタクシーの運行

区域の拡大や、ＢａａＳの取組を初めとする新たな

公共交通サービスに取り組むこととしておる次第で

ございます。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 加藤治司君。 

○２番（加藤治司） 説明ありがとうございました。 

 今言われたように、最近の湖西市でやってる動き

というのは、財政面の負担を低くするという主目的

の下、企業でのシャトルバス等を利用させていただ

きながら、徐々に交通の本当に便の悪いとこからデ

マンドタクシーに切り替えてきたと。あと、日中の

利用者の少ないところを企業のバスで運行して、そ

の費用を減らすというようなことで、この動きを加

速していくと、最後は４番目にその質問しますけど

も、どこを目指しているのかというのが一番の皆さ

ん関心のあるところで、その中でもやはりコーちゃ

んバスを見ていると、乗ってる人がほとんどいない

という、時間帯によってはそういう状況にあります
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ので、無駄を省く、取り除くということが、今後、

来年以降も厳しい財政面の中で、最近持ち出しの話、

議案が多いんですけども、やはり減らすという、公

共交通に限らず減らすほうの努力もやっていく必要

があると思いますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

 ３番目ですけども、これも語句の確認になるんで

すけども、コミュニティバス事業は可能な限り複雑

かつ長大な運行経路を圧縮して、バス機能に特化し

つつ、デマンドタクシーを市全域に拡大することを

目指すとありますが、バス機能に特化しつつとは、

我々専門外の者からいうと、定時定路で乗り合い方

式で低運賃を目指すというようなことしか浮かばな

いんですけど、それか何か、その言葉に意味はある

のかどうか、説明をお願いしたいと思います。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 コーちゃんバスにつきましては、これまで市民か

ら寄せられる意見等を踏まえて、バス停の位置や運

行ルートを改変し続けてきた結果、地区内、市街地

内を循環しながら、さらに地区間を結ぶなど、複雑

かつ長大な運行経路となっております。 

 その結果、１日当たりの便数が少なくなり、利便

性を低下させてしまったために利用者数も伸びず、

満足度も低いという結果を招いてしまったというこ

とで考えております。 

 そこで、コーちゃんバスについては可能な限り路

線等を圧縮し、多くの利用者を低運賃で運ぶという

機能に特化しながら、需要の大きい路線で便数を増

加させるなどの運行形態を目指すことを考えていま

す。それとともに、その結果として交通弱者を生じ

ないよう、デマンド型乗合タクシーの運行区域を市

内全域のほうに拡大をさせていきたいという考え方

でおります。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 加藤治司君。 

○２番（加藤治司） 説明ありがとうございました。 

 今は目指す姿を言われましたけども、そういう中

でやはり常にその後ろには、市の負担金、１人当た

りの負担金を減らすとか、全体の総合的な負担金を

減らすとか、常にそのことを確認しつつ物事を進め

ていただきたいなと思います。やはり高齢者が多い

もんですから、そういう福祉の面を重点に考えます

けども、下水道でも水道でも一緒ですけども、受益

者負担という、そういう観点からも物事を見ないと、

昨日からの議題でいろいろ持ち出しの件で小学校に

も持ち出す、中学校にも全部持ち出す。その前は保

育園持ち出し。そういう今流れとしては、全て持ち

出しの傾向にありますので、やはりそれを減らすと

いう活動も、こっちの半面のほうで重点的にやって

いただきたいなと思います。 

 今言ったようなことを最後の質問ですけども、デ

マンド型の乗り合いタクシーの運行範囲を市全体に

拡大することを目指すとありますが、いつ頃までに

どのように進めるか。現在、モネ・テクノロジーズ

さんとの提携もあって、そういう中では予約配車シ

ステム等も出来上がってるとことの事業も進めてる

ようですので、そういうものも含めて、これからど

のぐらい先にどういうような状況を目指すのかを、

はっきりしなくてもよろしいですから、概略説明を

お願いしたいと思います。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 議員のほうからは御質問として、デマンドのほう

とモネ・テクノロジーズさんとの、これから実証実

験ですけれども、その２点があったかと思いますの

で、少し分けて、当然将来的にはそれを融合させて

いくんですけれども、まずは現時点の方向性とスケ

ジュール感として、２点に分けてお話をさせていた

だければと思います。 

 デマンドに関しては、議員も御案内のとおり、平

成30年３月ですので、もう２年ぐらいになりますけ

れども、白須賀地区でドアｔｏドア方式として実証

実験を始めさせていただきました。また、昨年令和

元年11月からは、知波田地区、北部でも同様に実証

実験を開始をしております。さらに今後、この前の

公共交通会議等も議員御案内かということですけれ

ども、御地元であります新居地区、こちらもやはり

非常に公共交通の利便性がというか、交通の利便性

が不便だというお声も頂いてますので、特に大倉戸

とか松山とか、そういったところでも、新居地区の
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一部でも実証実験を開始の準備を今しておるところ

です。これを公共交通会議でも今議論検討をしてい

ただいてるところですので、極力早期に開始をした

いというふうに思っております。 

 また、今申し上げた白須賀とか知波田地区だとか、

比較的やはりデマンドのような需要が多いところ、

逆に言うと比較的人口密度が低いというか小さいと

ころに対して、これまで実証実験から白須賀なんか

はもう本格運行ということでさせていただいており

ますけれども、市内全域、極力早期に拡大したいの

は山々ですけれども、やはり人口密度が大分駅の周

辺だとかは違いますので、やり方もいろいろ考えな

ければいけないということになっております。 

 議員これも御案内かもしれませんが、これ、産業

振興課の担当者のほうから頂きましたけれども、い

ろいろなやはりデマンドの中にもというか、路線も

含めた方式が４つぐらいあって、いわゆるまさにバ

スの路線のもの、もしくは少しずつ停留所を増やし

て、予約があったら停留所に寄るだとか、あとは今

申し上げているドアｔｏドアとか、様々なやはりデ

マンドの中でも運行方式があるので、これを人口密

度によって、今のドアｔｏドアはやはり白須賀地区

とか知波田地区とか、当然家とか公民館とか、距離

の比較的長いところだとか、そういうところをなる

べく利便性が高くカバーするように、ドアｔｏドア

でやらせていただいておりますけれども、これが人

口密度が高くなるというか、大きくなると、やはり

ドアｔｏドアの場合には運行される事業者さん、今

は遠鉄タクシーさんにお願いをしてますけれども、

ここの負担も当然ながら大きくなってきますので、

ここはやはり効果的かつ効率的なものも並行して考

えなければいけないという課題があります。 

 それで、今申し上げたドアｔｏドアなのか、もし

くはミーティングポイントを作るような、今Ｂａａ

Ｓ事業でちょうどやろうとしてるのが、このドアｔ

ｏドアでなくてミーティングポイントを作るような

形でやろうとしてますけれども、そういった、これ

はＢａａＳの実証実験なども踏まえて、市街地への、

市内全域へのデマンドの導入・拡大を図っていきた

いというふうに思っております。 

 また、どうしてもこういった運行手法が今までの

路線バスといった形でのコーちゃんバスと変わって

いくと、当然ながらデマンドが増えていく一方で路

線バスは減っていくというのが自然な流れになろう

かと思いますので、これは当然タクシーの事業者さ

んだとか、今後圧縮していく方向性であるバスの事

業者さんとの当然調整も必要となってきます。それ

は事業者さんとの話ですけれども、あともう一方で

は、議員の地元とかもそうですけれども、通学用と

して子供たちがコーちゃんバスを使っているという

こともあります。これはもう前から教育委員会に言

ってますけれども、これは通学の手段としてのバス

が必要なんであって、コーちゃんバスであろうと、

今遠鉄バスも利用されてますけれども、それをスク

ールバスだとか通学する手段として代替ができれば、

必ずしもコーちゃんバスとかである必要はないとい

うことは教育委員会にお願いをしてますので、そう

いった代替手段も含めて課題を解決していくという

ことを今行っているところです。 

 こういった課題ももちろん様々あろうかと思いま

すけれども、２年前からデマンドを導入しまして、

実証実験を重ねて、白須賀なんかは本当に利用率な

んかも上がってきていますので、こういったメリッ

トを大きくする観点から、公共交通会議においてで

も、検討を集中的にこれからも進めていきたいので、

時期というのは明言させていただきたいのは山々で

すけれども、目安としては２年から３年以内にはデ

マンド型の市内の全域拡大を目指したいと思ってお

りますし、できれば、これは僕の希望です、目標で

すけれども、２年以内には、やはりこれだけ２年前

から実証実験を重ねて、効果があるということも白

須賀地区では特に示されていただいてますので、２

年以内ぐらいを目指して、市内全域、これは当然さ

っき言った人口密度の差もありますけれども、そこ

に対してどういったデマンドの形があるのかという

ことも含めて、やり方を考えながら拡大をしていき

たいというふうに思っております。 

 また、何となくこれは、ちょっと今のデマンド論

点からは外れるかもしれませんけれども、コーちゃ

んバスといえば路線バスの名称ですね、それがデマ
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ンドにはずっとなくて、デマンドというような、す

ごく機械的な名前なので、これは今お願いをしてま

すけれども、子供たちだとか市民の皆さんが親しみ

やすいような、デマンドの本格運行の拡大だとか、

市内全域の拡大になるときには、しっかりと愛称み

たいなものも考えていただきたいということは呼び

かけさせていただいております。 

 もう一つ、２点目のモネ・テクノロジーズさんと

の配車システムに関しては、これは今議員から御指

摘あったとおり、11月ぐらいからはいろいろな、今

どうしても新型コロナの関係で、企業との打合せも

なかなかできない状況は続いてましたけれども、何

とか再開ができましたので、11月からのＢａａＳ事

業の実証実験を行うということになっております。

ここでもやはり先進的な、例えばスマートフォン等

でのアプリだとか、特に高齢者の方々にも使えるよ

うにというような予約システム、こういったものも

研究しなければいけませんので、そういった様々な

検証をしながら活用の在り方を引き続き行っていっ

て、こちらはまだそういった11月から新しく始める

ということですので、いつまでに何をというところ

までは、この実証実験を踏まえてこれからスケジュ

ール感をつくっていって、これは全国で初めての企

業のバスを使ってのＭａａＳといいますか、Ｂａａ

Ｓ事業ですので、企業の使ってるバスを市民の皆さ

んの利便性の高く足として使っていただくというこ

とを、これもある程度の実証実験を踏まえたスケジ

ュール感をもって、さらにこれを本格運行なり、拡

大なりの方向に持っていけたらいいなと思っており

ます。以上です。 

○議長（加藤弘己） 加藤治司君。 

○２番（加藤治司） 今の御答弁ありがとうござい

ました。 

 まだいろいろな試行錯誤しながらやってると思い

ますので、明確な時期とか方法論というのはなかな

か難しいんですけども、先ほどから市長の説明の中

にもありましたけど、デマンドを増やすということ

でもいいんですけども、やはりその中でも乗り合い

率を、今、去年とか実績見ると1.2とか、そうする

と４台に５人しか乗ってないという、そういう乗合

率ですから、やはり４台で六、七人乗ってほしいと

か、今はコロナで隣に乗るのも嫌という傾向もあり

ますけども、そういうこととか、あと目的に合った、

やはり通学で利用しているのはコーちゃんバスでな

くても、ほかのスクールバスとか手段を考えるとか、

やはりコーちゃんバスを空で動かして市の負担金も

今どんどん増える傾向にありますけども、そういう

一つの最終目的は、やはり改善して負担金を減らす

とか、やはり行政のサービスもありますけども、そ

の裏にはやはり財政面の裏づけが、何でも出しっ放

しでは成り立ちませんので、そういうことを踏まえ

て、常にサービスと負担金のことを見ながら進めて

いっていただきたいと思います。 

 以上で私の質問を終わります。どうもありがとう

ございました。 

○議長（加藤弘己） 以上で、２番 加藤治司君の

一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（加藤弘己） 次に８番 高柳達弥君の発言

を許します。８番 高柳達弥君。 

  〔８番 高柳達弥登壇〕 

○８番（高柳達弥） ８番 高柳達弥でございます。

昨日には失礼な質問がありましたので、謙虚に質問

をしてまいりたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。それから、回答につきましては簡潔に

お願いいたします。 

 それでは、湖西市農業の現状と振興策について伺

います。 

 質問しようとする背景や経緯。今、農業人口の減

少の中、農家の高齢化、後継者の減少により、耕作

放棄地が増加しています。農林業センサスによると、

本市の農地面積1,200ヘクタールで、遊休農地は70

ヘクタール、農業就業者数が約1,000人、うち女性

従事者数は約半数、そして60歳以上の就業者が６割

を占める状況です。また、県の経済産業ビジョンに

よると、湖西市の農業産出額の目標値は年間約90億

円と見込まれています。 

 本市の農業の現状と課題をどのように捉え、食を

守る農業、多面的機能を有する農業をどのような施

策をもって振興し、産業として安定した経営の下、
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魅力ある農業をどのように創造していくか、お伺い

いたします。 

 質問の目的。農業を取り巻く情勢の厳しい中、農

業の将来像の下、農業振興策によって本市農業を持

続可能で魅力的で稼げる農業へ変革していく施策を

伺います。 

 質問事項が７つとたくさんあります。初めに質問

の中身について申し上げます。 

 初めに１問目には、農業の目指す姿をどのように

描いているか。２番目には、農業振興に取り組むた

めの組織体制の取組状況について。３番目には各産

業分野の連携により、農産物の生産など、産業生産

構造の変化による付加価値の高い農産物の生産への

取組。４番目には、そのための基盤となる経営農地

の確保・活用について。５番目には農業就業者の育

成・確保策。そして６番目には、農業用施設の維持

管理費用負担について。最後に７番で、スマート農

業による農作業の省力化等の取組についてというこ

とで、順に質問してまいりたいと思いますのでお願

いいたします。 

 最初に質問事項１でございますが、次期総合計画

でのキャッチフレーズでは、「ひと・自然・業がつ

ながり未来へ続くまちＫＯＳＡＩ」として、豊かな

自然と様々な産業に人が関わり、次世代へつないで

いくことで持続可能なまちを目指す方向性が示され

ましたが、農業においても生産者と消費者との人の

関わり、つながり、農産物の育成、作業技術の技、

そして水の涵養、洪水防止、景観保全等自然に対す

る多面的機能など、多くの役割を担う農業を将来に

向け継承するためには、本市農業の目指す姿をどの

ように描いていくか、また、産業として成り立つよ

う描いていくのかをお伺いいたします。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。登壇してお願いし

ます。 

  〔産業部長 山本信治登壇〕 

○産業部長（山本信治） では、お答えいたします。 

 本市の農業は、農業振興地域整備計画に基づき農

用地の確保を図るとともに、農業経営基盤の強化の

促進に関する基本的な構想が定める農業経営基盤強

化に関する基本目標の実現に向けて取り組んでおり

ます。 

 具体的には、農業経営基盤の強化の促進に関する

基本的な構想では、農業振興地域内の優良農地を確

保し、その農地を地域の農業生産の担い手となる認

定農業者へ集積を図っていくこと、従来からの基幹

作物であるコデマリ、キャベツ、セルリー等の産地

としての維持・拡大を図ること、新規就農者の育

成・確保のため、関係機関と協力し、地域の総力を

挙げて地域の中心的な経営体へと育成することなど

が目標とされております。 

 また、本構想につきましては静岡県農業経営基盤

の強化の促進に関する基本方針を受け策定されたも

のであり、令和２年度に県の基本方針が見直される

こととなっていることから、当該見直しを踏まえ、

令和３年度に本市の構想も改定することを予定して

おります。 

 さらには毎年行われております、とぴあ青壮年部

や農業経営士会との意見交換会や、農業委員、農地

利用最適化推進委員での話合いなどを通じ、当市の

農業が持続的に発展するため、農業者と目指す姿を

共有してまいります。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） 分かりました。聞いてて、あ

まり湖西市の農業が明るくなる、未来があるという

ような感じもあまりしませんでした。 

 やはり農業の振興ビジョンですか、どうしたら湖

西市が、ほかの人も湖西市の農業はすごいあって、

振興してるよと、湖西市へ行って農業、若い人たち

が農業したいとか、そんなような何か農業振興ビジ

ョンというのが、今の土地の何とかといろいろなも

のがあるが、振興ビジョンというんですか、県下に

よっても市町村見ても、この農業振興ビジョンとい

うのがあります。ですが、湖西市はそれが見られな

いというような形で、やはりこういう本当の、今言

われた農業、別に多方面からいろいろな角度から見

た中で、こういう農業が、明るい農業、稼げる農業

を目指してるよというような、そういうような何か

が見られないものですから、やはりほかの市町村と

同じように、農業振興ビジョンとか農業振興計画、

そういうのをしっかり定めていただければとそんな
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ふうに感じます。そういうことで、あと申しません

けど、そんな形でやっていただきたいなと思います。 

 次に、２番目の本市農業の振興のためには農業者

だけではなく、市民、商業・工業などの事業者、農

業協同組合や教育機関、ＮＰＯなどの機関・団体な

どが連携して、食の安定供給や農業の多面的機能発

揮のために協働して取り組む体制が重要と考えるが、

現在の取組状況をお伺いいたします。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 農業者以外の主体と連携した取組状況としまして

は、新所地区の新所水とみどりのプロジェクトや、

神座地区の神座里山多夢の会、新所前向地区の前向

会において、多面的機能支払交付金を活用し、耕作

組合などの農業者と自治会や学校・幼稚園、ＮＰＯ

等が協働し、農地や農業用施設の維持管理を実施し

ているほか、景観形成や地域資源を活用したイベン

ト等を開催し、にぎわいの創出のほうを行っていた

だいております。 

 また、農業振興のためには、湖西市の産業全体で

取り組むことも必要であると考えておりまして、他

の産業分野との連携強化について検討しているとこ

ろでございます。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） 分かりました。 

 今言われたように、安全安心の農産物の生産・販

売、安定供給や農業の多面的機能と、また水源涵養

とか、自然環境保全とか、良好な環境・景観保持の

ためには、やはり農業者、市民、各種団体が連携し

て、その在り方というですか、そのものを在り方を

検討するというか、そういう場を、そういう組織体

制をつくって、先ほど１番目に言いましたように、

農業ビジョンを作り出して、それで進めていくとい

うような形の取組というか、組織体制がまずつくっ

ていかないと、後に続いていかないんではないかな

と、そんなふうに感じますので、そんな点をお願い

したいと思います。 

 次に３番目に参ります。 

 農産物の地産地消は地域で生産したものを地域で

消費する取組でありますが、近年、農家による加工

事業、直売、レストラン経営等、６次産業化が進む

一方で、規制緩和、農地法の改正でリース方式から

一般企業も自由に農業参入できるようになり、多く

の法人等が参入し、ハウス等で野菜栽培により生

産・流通・加工、加工業者と連携した６次産業化へ

と取組が広がっているが、本市のこういうような取

組について、対応をお伺いいたします。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 企業等の農業参入が増える中、農業者が地域で持

続的に発展するためには、６次産業化も必要な取組

であると認識しております。 

 既に６次産業化に取り組み、商品化されている農

畜産物もございますが、引き続き湖西市の農業振興

と湖西市産の農畜産物の魅力発信のためにも、県の

６次産業化サポートセンターによる専門家派遣や、

国、県の補助制度の活用の促進に加え、農畜産物の

ブランド化等について、関係機関と協力して取り組

んでまいります。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） ありがとうございます。 

 今そういうように言われているように、今、農商

工連携とか、それとか医福食農連携とか、それとか

農福連携とか、農観連携とか、そういうような連携

が今盛んにやられておりますので、そういう関係で

６次産業の組合せというか、延長にあると思うんで

すが、そういうことについて特に取り組んでいただ

きたいなとそんなふうに思います。 

 次に４番目。農業経営の基盤となる優良農用地の

保全と農地流動化・集約化による遊休農地の利用促

進のための取組、また現状の耕作放棄地の解消対策

と成果についてお伺いいたします。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 遊休農地の利用促進として、農地中間管理事業に

より申請された農地の貸借希望について、静岡県農

業振興公社にて農用地等借受希望登録を行った認定

農業者等担い手に、あっせん、利用希望の調整会議

を行っております。 

 また、令和元年度から人・農地プランの実質化に
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向けた取組を開始しており、10年後の地域の農業経

営を、誰がどの農地を担っていくのかを地域で考え、

共有するための話合いを行うべく、現在準備を進め

ているところでございます。 

 耕作放棄地の解消対策については、毎年度農地利

用状況調査を実施し、優良農地における耕作放棄の

現状を把握した上で、地主等に必要な指導を行って

いるほか、個人では農地として再生が困難な農地に

ついて、再び農地として活用するため、県及び市の

荒廃農地再生・集積促進事業費補助金を交付してお

り、令和元年度につきましては新所及び白須賀地区

で合わせて9,016平米が解消されております。以上

でございます。 

○議長（加藤弘己） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） 先ほど耕作放棄地の面積等も

申し上げましたですけど、農業委員の方とか農地利

用の最適化推進員ですか、そういう人たちの本当に

努力によっていろいろ解消されたり、利用増進が進

んでるということは承知しております。 

 しかし、結果としてはやはり耕作放棄地の解消と

いうのが全体的には進んでいないというような状況

ですので、何とか努力して、少しでもなくなるよう

な形でお願いしたいなとそんなふうに思います。 

 特に優良農地と言われるところは、国とか県の補

助により整備された土地でございますので、そうい

うところについては極力保全するようなことをお願

いしたいと思いますが、こうした農地が何か大分侵

食というんですか、未利用地になったりなんかして

るのはあるのですが、そこら辺の荒廃というだか、

そういう状況なんかは分かるのですかね。何か本当

に整備されたところが、あちこちで荒れ地が目立つ

ような形の中で、やはりそういうのを全体的に把握

していただいて、少しでもなくなるように、特にこ

の優良農地だけは本当に農業投資されてるもので、

そういうのが活用されるような形を特にお願いした

いと思うんですけど、分かればその辺のとこをちょ

っとお聞きしたいなと思います。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 遊休農地の解消対策の状

況として、令和元年度の解消面積として、16万

6,312平米の解消がされておるということでござい

ます。 

 議員のおっしゃるとおり、優良農地のほうの担保

をいかにしていくのかということで、していかなけ

ればいけないことは承知をしておりますので、それ

については真剣に取り組んでいきたいというふうに

考えております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） 先ほど言いました優良農地と

いうのは、市内に約880ヘクタールぐらいあると思

います。先ほどの全体のは1,000ヘクタールとか言

いましたですけど、やはりこの農地をしっかり管

理・保存していっていただきたいなとそんなふうに

思います。 

 その優良農地の中で、何か太陽光の設置というこ

とで、本当にいい場所の優良農地の中へ太陽光を設

置されてるとこがあると、方々に見られます。それ

で農業委員会なんかの許可は、拒否することができ

ないもんで、許可はされておるもんで、そういうと

こで建ってるのはしようがないと思うんですけど、

やはり一番優良農地のいいところへそういう太陽光

を造られると、本当にすごく困るもんで、やはりそ

ういうのが利用増進のような形で未利用地のほうへ

移ってもらうとか、荒廃地に造っていただくとか、

そういう指導はできると思いますので、そんなふう

にしていただきたいなと思います。 

 特に太陽光が農地の中にあると、農薬散布とか肥

料散布や何かでそういう煙でないけど、あれが舞っ

てて、パネルのあれについたりなんかして、そうい

う被害が出ていませんけど、そういうこともまたこ

れからは出てくると思いますので、そういう意味で

もやはりそういう優良農地の中の真ん中のようない

いところで建ってるのは、やはりある程度話合いの

中でほかのところへ移ってもらうというような形が、

やはり指導が必要ではないかなと。またそういうこ

とで景観の保全上もあまりよくないということで、

何かそういうことに努めていただきたいなとそんな

ふうに思いますので、お願いをいたします。 

 では４番終わりますけど、先ほどの３番のとこで、

農福連携とか農商工連携とか連携の話ししましたで
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すけど、６次産業化サポートセンターというのがあ

って、またその中に６次産業プランナーというのが

おりますので、そういうところにも相談していただ

いて、そういう６次産業化のほうを進めていただく

ような形がぜひお願いしたいなと、これ３番ですが、

お願いいたします。 

 次に５番目に行きます。 

 農業後継者の減少の中、本市農業の維持発展のた

め、新規就農者また女性就農者など担い手確保のた

めの対策や育成指導について、どのような取組をし

ているか、お伺いいたします。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 新規就農者に対して、国の農業次世代人材投資事

業費補助金の活用とともに、市、県、農業経営士や

同じ作物を栽培している認定農家、とぴあ浜松で構

成されたサポートチームによる営農に関する相談・

助言など、地域全体で農業者を育てていく体制を整

えております。 

 また、女性就農者に対して、県が行う「つながる

農業女子会」として、若手女性農業者の経営力向上

とネットワークづくりや、「農山漁村ときめき女

性」として、農業者や農業振興のために積極的な活

動をしている者を認定するなど、まだまだ少ない女

性農業者同士の横のつながりを深め、孤立感を緩和

し、担い手として継続して就農できるよう、積極的

に参加を案内しております。 

 さらに、市に対して新規就農相談等があった際に

は、静岡県やとぴあ浜松などと連携し、生産希望作

物に応じて経営シミュレーションや補助制度を案内

するなど、就農に関する相談に対しきめ細かく対応

しております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） 分かりました。 

 今のは市内の中での就農者を何とか増やしていく

とか、担い手を育成するような、市内の中でやって

いくというような形のことだと思うんですけど、今、

国のほうではふるさと回帰支援センターというの、

これは千代田区にあるんですけど、これにつきまし

ては、今東京のほうというか、まちのほうでは若者

が農村を目指す田園回帰や農業に関心を持つ層が広

がっており、地方で自分らしい暮らしをしたい、農

業をしたい、移住希望やそういう者に対して農業希

望の相談をしているところがこの支援センターです

けど、そういうところでもやはり今、そのセンター

には39都道府県の方が常駐して、専属相談員のよう

な形で常駐しているそうですが、静岡県では静岡市

の職員の方が相談員として常駐しているということ

ですので、こういうところに行って、湖西市をＰＲ

して、湖西市に来て農業したらどうだというような、

そういうＰＲも必要ではないかなとそんなふうに思

います。また、地域おこし協力隊というので、これ

は総務省のほうでやってる事業なんですが、都市か

ら地方に移住し、地域協力活動を行いながら、その

地域へ定住・定着を図る事業ということで、これは

市町村が窓口となってそういうことをやられてると

いうことで、こういうことも研究していただきたい

なと。それからまた、農林水産省のほうで新規就農

サポート支援事業ということで、農業担い手の受皿

として就農定着を地域ぐるみで一貫支援するという

ような、そういうことも今、農水省のメニューの中

でありますので、そんなことで、また縦割りにもな

りますけど、国土交通省でもこういうようなことを

やられておりますので、そういうメニューを活用し

て、湖西市で農業に取り組みたいというそういう人

を呼び込むような形のことをぜひお願いしたいなと

思いますけど、どうでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えします。 

 先ほどの取組の中で、市内の方が新規に就農され

たいというようなお話の部分と、実際には県、いろ

いろなところから就農をしていきたい、その中で湖

西市を選びたいというような方もお見えになります

ので、そのような方に対しての支援ということで、

先ほどの形の制度のほうを運用していきたいと思い

ます。 

 また、改めてこの先、移住・定住という言葉の部

分の一端を担うような形になるかとは思いますが、

新規の就農者の希望ある場合には、積極的に湖西市

のほうからも呼びかけて、こういうような物件があ
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りますとか、そういうようなこと含めまして考えて

いきたいというふうに思っております。以上でござ

います。 

○議長（加藤弘己） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） そういうことで、最初に申し

上げたように、湖西市の農業ビジョンがこういう形

なので、それでぜひ来ていただきたいということで

言っていかないと、ただ来てくださいでは来ないも

んですから、そういう形でさきに戻りますけど、や

はりそういうビジョンをしっかりつくっていただく

のは重要なことではないかな。それに基づいていろ

いろこういうことで湖西市に来ればいいことがあり

ますよというような、そういう呼び込みというです

か、定住をさせるというか、そういう形につながっ

ていくと思いますので、そういう形でお願いしたい

なと思います。 

 それでは次に６番目に行きます。 

 土地改良区や耕作組合等の農業用施設の維持管理

費用負担の状況と、今後、施設維持のための費用負

担軽減等対策について伺います。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 土地改良区や耕作組合等の維持管理費用を軽減す

るため、市としては湖西用水土地改良区に対して補

助金を交付しているほか、耕作組合に対しては多面

的機能支払交付金の交付を行っております。なお、

多面的機能支払交付金については、全ての耕作組合

等が補助を受けているわけではないため、引き続き

事業の利用促進を図ってまいります。 

 次に、今後老朽化する施設維持のための費用負担

の軽減策については、湖西用水土地改良区で行って

いる県単修繕事業や土地改良施設維持管理適正化事

業、ストックマネジメント事業を活用した大規模修

繕等、県等とも連携し、地元の費用負担を可能な限

り軽減できる制度の活用を促進してまいります。以

上でございます。 

○議長（加藤弘己） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） こういうことをなぜ申し上げ

たかといいますと、ただいまから申し上げますが、

農業用施設ということで用水管とかポンプとか電気

代の維持管理費を賦課金として徴収しています。賦

課区域というのが、先ほども言いましたように湖西

用水の受益と総パ受益ということで、さっきも言い

ましたように、約880ヘクタールでそれぞれの所有

面積に応じて徴収されております。近年、遊休農地

や耕作放棄地について、農業用施設を使用していな

いにもかかわらず管理費を支払わなければならない

とか、高齢になり管理費支払いが負担であるとか、

将来払い続けることが不安というようなことが言わ

れています。個人の資産維持のための費用負担は個

人で支払うのが原則でありますが、今まで湖西市の

農業の振興のために経営事業等、市が先導し、先行

投資をして実施してきた事業であり、また豊川用水

の水利権は、将来とも手放すことができないもので

す。 

 このようなことから、財政状況が厳しい中であり

ますが、今後施設維持のための費用助成を検討して

いくべきでないかと、そういうことで考えておりま

すが、そういうことについてお伺いしたいと思いま

す。そういうことで、今本当、農家の方々、高齢化

になって、畑何も作ってないけど、賦課金は払って

る、税金も払ってる、何も活用してないにというこ

とで、年金暮らしだということで、支払いのほうも

大変だし、この先、将来的に払っていけるのかどう

かというのは、そういういろいろな話が出てるとい

うことで、そういう中で先ほど言った事業の経過も

ある中で、検討すべきでないかなとそんなふうに思

いますので、よろしくお願いします。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 先ほどの答弁の中でもお伝えさせていただきまし

たとおり、地元の所有者等の負担をなるべく軽減が

できるような施策のほうはいろいろこれから先の事

業の中でも検討していきたいというふうには考えて

おります。 

 また、農業ができる方が年をおって農業がちょっ

と難しいなというような格好になるかと思いますけ

ど、そのような方々に対して、農地の集積、利用集

積の類いのことのほうを誘導していくということも

非常に大切な事業になっていくかと思いますので、
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それが売買であり、貸借であり、その結果としては

どうなるか分かりませんけれども、そういうような

格好で担い手農家さんのほうにどんどん集約ができ

るような形の施策のほうも考えていければと思って

おります。以上です。 

○議長（加藤弘己） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） 分かりました。 

 県営事業とか総パ事業で、先ほど言ったように

800余の農地が整備されたですけど、そのときには

やはり農地整備と併せて河川改修とか道路整備とか

集約整備など、そういうことで総パの場合なんか

100億余の費用をかけて整備しております。そうい

う関係もあって、農地が整備されただけでなくて、

その周辺の道路整備、河川整備とか、生活環境整備

も併せてできたということもありますので、そうい

う関係でやはり農家の方だけに負担を背負わせるで

なくて、ある程度そういうことも考えていただきた

いということで申し上げました。 

 最後に、７番のスマート農業ということで申し上

げます。 

 スマートというと、スマートでないですが、高機

能ということで、スマート、高機能農業、ＩＣＴ・

ロボット等によると農作業の省力化、労力軽減や農

業技術の継承、農作物の収量を増やす働きがあると

言われているが、これらについての研究や取組につ

いてをお伺いいたします。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） お答えいたします。 

 農業の持続的な発展のためには、高効率化、高収

益化が重要であり、様々な新技術を活用したスマー

ト農業への転換が求められている状況であると認識

しております。市としては、国の民間団体に対する

補助制度の周知を行うとともに、農業者からのスマ

ート農業の導入に対する支援などを検討してまいり

たいと考えております。 

 一方、ＩＣＴやロボット等の先端技術を導入する

に当たっては、農地の集約等による大規模化が必要

になると考えております。そのため、国、県の補助

制度を活用した基盤整備事業により、過去に総パ事

業等で基盤整備された農用地を現在の農業経営に合

わせた農用地とすべく基盤整備を行うことなど、耕

作組合や改良区等と検討してまいりたいと考えてお

ります。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） そういうことで、県下の中で

は菊川市やなんかはベルファームということで、高

品質のトマト栽培ということで、農林水産省スマー

ト農業実証プロジェクトというような形の中で、農

業食品産業流通総合研究機構とか、県、農業コンサ

ルタントが一緒になって参画してそのことをやって、

農家の減少や高齢化による労力不足といった課題に

対応するためにこういうようなことをやってるとい

うようなこともありますし、また磐田市では野菜生

産販売の鈴生という会社が、植物工場ということで、

ＩＣＴ活用で室温、日照量の自動調節と、そういう

ような形の中で研究されてやっておるところで、県

のほうでもＩＣＴで水田の水管理ということで、水

管理の効率化をということで県のほうもやっており

ます。また、湖西市でも白須賀の小池さんが、キュ

ウリの選別機をＡＩで自動選別ということで開発さ

れてるということで、各地でスマート農業というこ

とで取り組んでおります。 

 そういうことで、湖西市のほうもぜひ取り込んで

いただきたいし、地元の企業やなんかでも、デンソ

ーでは温室空調システムの活用ということで、温室

の中の空調システムというものを利用して温室栽培

をするというような形とか、トヨタがバイオ技術、

生産方式改善による農作業への効率化というような

ことに取り組んでいるとか、そういうことがありま

すので、そういう機運に限らず、そういう形の中で

湖西市の優良農地があるところへ、そういうような

ことで試験場とか研究所というか、研究施設とか、

そういうものを呼び込んでいただいて、そういうこ

とをやっていただいて、湖西市の農業の方々の見本

になったり、農業の活性化を図るために、ぜひそう

いうことで湖西市もスマート農業に取り組んでいた

だきたいなとそんなふうに思いますので、よろしく

お願いいたします。 

 時間ですので、最後に、終わりに当たりまして、

ちょっと申し上げたいと思いますけど、ちょっと市
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の課名の関係ですけど、農林水産課から産業振興課

ということで、産業振興課、本当に今、コロナ禍の

中でも頑張っておりますけど、そういう形の中で産

業振興ということで変わったということで、農業を

やられる方が農業はちょっと脇へやられたか、忘れ

られたというか、ちょっとそういう形で捉えられて

いるやに聞いております。 

 そういうことで、まちづくり懇談会の話を３つほ

ど言いますが、１つ目には農業をやりたい若い人も

いるのだから、農地を宅地にすることばかり考えず

に、農業にも力を入れて、みんなで考えてほしいと。

２つ目には、湖西市は農業があっての工業のまちで

あると思うので、農業にも力を入れてほしいと。全

国から農業をやりたい人を募って、農業の活性化に

つなげてほしいと。このような市民の方の意見があ

りますので、こういうことも参考にしていただいて、

農業の活性化を考えていただきたいなと思います。 

 そういうことで、市長さんは湖西用水の土地改良

区の理事長でありますので、市長の農業振興の思い

というんですか、をちょっと最後にお聞かせいただ

いて、終わりにさせていただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。お答え

申し上げますというか、すみません。まずは湖西用

水土地改良区さん自体は本当に定期的にというか、

様々、そこでも理事会、総代会等々でも、さっきあ

った賦課金の問題もそうですし、やはり高齢化だと

か、そういった悩みも含めて様々な御意見をいただ

いております。もちろん、議員がおっしゃったよう

な、簡単に解決できる問題ばかりでもないですし、

湖西市だけの問題ではないということも承知してお

りますけれども、さっき部長からお答えを申し上げ

たとおり、それは県とか国とも連携をしてやってい

かなければなりません。 

 耕作放棄地が増えているとか、現状も確かにおっ

しゃるとおりで、担い手がどうしても高齢化したり

だとか、農業やめてしまった、続けられないという

のは、非常にこれは残念なことであります。 

 一方で、さっきも少し答弁の中にありましたけれ

ども、若い方だとか、さっきの白須賀の小池さんみ

たいに非常に先進的な技術をもってキュウリを栽培

していただいてるような、そういった若い方々も当

然ながらこの湖西市でも出てきておられますので、

そういったものを大事にしながら、最後の御質問に

あったスマート農業とか、集積というか集約化とい

うのか大規模化、こういった流れは避けられないと

思っておりますので、そういった方向にうまい形で、

これも持続可能な農業というか産業が行くような形

で、課は農林水産であろうと産業振興であろうと、

産業全体が振興するような形での今、課の編成とさ

せていただいておりますので、そこはしっかりと個

別の御意見を聞きながら、前向きに進めていきたい

と考えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 高柳達弥君。 

○８番（高柳達弥） どうもありがとうございまし

た。これで終わります。 

○議長（加藤弘己） 以上で、８番 高柳達弥君の

一般質問を終わります。 

 ここで、暫時休憩といたします。再開は11時20分

とさせていただきます。 

午前11時10分 休憩 

───────────────── 

午前11時20分 再開 

○議長（加藤弘己） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 次に、１番 柴田一雄君の発言を許します。柴田

一雄君。 

  〔１番 柴田一雄登壇〕 

○１番（柴田一雄） １番 柴田一雄です。通告書

に従いまして一般質問をさせていただきます。 

 一部内容が昨日の先輩議員の質問と重なる部分が

あるかもしれませんが、よろしくお願いいたします。 

 主題。行政におけるデジタル化、ＩＣＴを活用し

たまちづくりについて。 

 質問する背景や経緯でございますが、政府は2013

年６月14日の世界最先端ＩＴ国家創造宣言において、

ＩＣＴ、こちらはインフォメーション・アンド・コ

ミュニケーション・テクノロジー、日本語では情報

通信技術と訳されるようですけども、こちらの活用
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は日本の成長戦略において必要不可欠な手段と位置

づけ、2020年までに世界最高水準のＩＴ利活用社会

の実現を推進することを目的といたしました。 

 その後、2015年６月の２回目の改定では、世界最

高水準のＩＴ利活用の成果の国際展開を新たな目標

として掲げ、2016年１月にはサイバー空間とフィジ

カル、こちらは現実空間ということですけども、こ

ちらを融合させたシステムにより、経済発展と社会

的課題の解決を両立する人間中心の新たな社会、世

界に先駆けた超スマート社会の実現として、

Society5.0を未来社会のコンセプトとして閣議決定

いたしました。 

 静岡県では、2014年３月、新ふじのくにＩＣＴ戦

略を策定し、「ＩＣＴの利活用による安全・安心で

快適な暮らしの実現」、「ＩＣＴの利活用推進によ

る地域の活性化、産業の活性化」、「日本最高水準

の電子行政の実現と市町との連携」、「ＩＣＴの利

活用推進を支える基盤の強化」の４つの柱を施策展

開しています。 

 湖西市では、影山市長も平成31年３月定例会にお

ける施政方針におきましては、働き方改革の一環と

してＲＰＡ、こちらはロボティック・プロセス・オ

ートメーション、日本語では仮想知的労働者という

ことでございますけども、こちらの導入実証実験や、

ＳＮＳ、ソーシャル・ネットワーキング・サービス

ですけども、こちらの積極的な活用についても公表

をされております。 

 本年１月には、株式会社モネ・テクノロジーズと

次世代モビリティサービスに関する連携協定を締結

することで、湖西市企業シャトルＢａａＳ研究会を

設立し、当初は本年夏以降の実証実験の開始に言及

をしておりました。 

 湖西市議会といたしましても、昨年度より、議員

１人１台、このようにタブレット端末を自分たちで

導入をいたしまして、勉強会を重ねながら、資料の

ペーパ―レス化、情報共有の時間短縮、事務局職員

の負担の軽減、スケジュール管理の利便性の向上、

またオンライン会議の実施などに取り組んでおりま

す。 

 ウィズコロナ、アフターコロナを考える今こそ、

自治体のデジタル変革のときであります。 

 質問の目的ですが、新型コロナウイルス感染症対

策のために、総務省よりテレワークの積極的な活用、

文部科学省より家庭での学習や校務継続のためのＩ

ＣＴの活用が推奨されるなど、行政におけるＩＣＴ

を活用したまちづくりが急務となりました。当市に

おいても、ＩＣＴを活用した業務の効率化などを含

めたまちづくりを進めてもらいたいと考え、現在ま

での取組、今後の方向性を伺いたいと思います。 

 質問に入らせていただきます。 

 近隣市町の事例を申しますと、磐田市は昨年10月

に、磐田市ＡＩ・ＲＰＡ利活用基本方針が策定され、

基本的な考え方や今後の進め方などについて定めら

れました。また、袋井市におきましてはＩＣＴ政策

課ＩＣＴ推進室が設立され、ＩＣＴやデータを生か

したまちづくりに取り組んでおります。 

 民間企業におきましては、人事給与関係業務に

様々な形でのＡＩ、こちらは人工知能でございます

けれども、こういったものの導入、また多くの自治

体において、ＲＰＡの導入に至っております。 

 当市におけるＩＣＴ推進に向けた計画及び取組に

ついて、現状の説明をお願いいたします。 

○議長（加藤弘己） 企画部長。 

  〔企画部長 鈴木 徹登壇〕 

○企画部長（鈴木 徹） 本市のＩＣＴ推進への取

組としては、ＧＩＧＡスクール構想、内部事務の効

率化ツールとしてのＲＰＡ、ツイッターやラインな

どＳＮＳの導入による情報発信など進めているとこ

ろでございます。これらは各課がそれぞれの分野で

必要なＩＣＴ施策を立案し、導入しているという状

況でございまして、現状ではまちづくりも含め、Ｉ

ＣＴ推進に係る全体計画といったものはございませ

ん。 

 現在、新型コロナウイルス感染拡大により、行政

におけるデジタル化の遅れが浮き彫りになったこと

を受け、市民サービスのデジタル化、また行政運営

のデジタル化も同時に進めていくことが必要である

と認識しております。具体的には、行政手続のオン

ライン化、税金や水道料金等のキャッシュレス決済、

公共施設のオンライン予約など、多岐にわたります。 
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 当市におきましても、行政のデジタル化に関する

方針を定めるとともに、具体的な施策や目標をまと

めたＩＣＴ推進計画を策定し、市民サービスの向上

と事務の効率化を図ってまいりたいと考えておりま

す。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） 御答弁ありがとうございます。

ただいまの答弁によりますと、現在では特に全体と

しての推進計画などもないということで、それぞれ

の担当課においてツイッター、ラインなどのＳＮＳ

の発信なんかがされている状況で、今後はそういっ

たＩＣＴ推進計画などを定めていくということで確

認をさせていただきました。 

 最近、民間レベルですと、人との接触、移動を最

小限に抑える効果、そして今まで交わる機会の少な

かった人と人とが対話できる手段として、ズームア

プリなどの遠隔通信手段を用いたコミュニケーショ

ンなども加速しております。 

 議会といたしましても、オンライン会議なども進

めております。 

 近隣の市町の事例を申し上げますと、袋井市では

遠隔通信の普及と市のＰＲを兼ねて、オンラインミ

ーティング用のバーチャル壁紙を複数枚公開し、誰

でも使用可能とし、この新型コロナウイルス感染症

対策からコミュニケーションの進展とＩＣＴの普及

のきっかけづくりにも寄与しております。このよう

な取組は、特段の費用が発生するものでもなく、当

市においてもすぐに取りかかれることでもあります。 

 このように、ＩＣＴの推進に関しましては、特段

の費用も発生しないような新たな取組もありますが、

当市としてはいかがでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 企画部長。 

○企画部長（鈴木 徹） お答えします。 

 議員御提案のバーチャル壁紙、非常にいいアイデ

アだと思います。また、他市なんかでも既に利用し

ているところがあることは承知しております。 

 実際、我々もウェブ会議等やりますと、背景にロ

ッカーが映ったり、ファイルが映ったりと、個人情

報の関係もあるもんですから、そういった壁紙、ぜ

ひとも今後作成して、活用してまいりたいと思いま

す。 

 また、そういった壁紙を集めたポータルサイトと

いうか、ウェブサイトのほうもあるようですので、

湖西市の壁紙なんかもそういうところへアップして

ＰＲをしていったりとか、そういったことも考えて

いきたいと思います。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） 前向きな答弁をいただき、う

れしく思います。今後の展開に期待しております。 

 それでは次の質問に入らせていただきます。 

 政府は世界最先端ＩＴ国家創造宣言の中で、「国

民全体のＩＴリテラシーの向上にも触れており、離

島を含め全国津々浦々で、子供から学生、社会人、

高齢者に至るまで、年代層別にＩＴに関する知識を

身につけるための取組を推進する」との内容が示さ

れております。 

 当市におきましても、近い将来へ向けての少子高

齢化は進んでいくものと推測されます。そこで、Ｉ

Ｔ弱者を出さない、救済するという観点から、高齢

者やＩＴインフラの整備が困難な方に向けて取り組

んでいることはございますでしょうか。お願いしま

す。 

○議長（加藤弘己） 企画部長。 

○企画部長（鈴木 徹） お答えをいたします。 

 ＩＣＴ技術を活用した市民サービスを推進してい

く中で、ＩＣＴ機器の操作に不慣れな方やＩＴイン

フラの整備が困難な方への配慮は、今後ますます必

要になってくると考えております。 

 過去には、民間事業者と市が連携して光ファイバ

ー網のインフラ整備を行い、湖西市内において情報

通信技術の恩恵を受けられない地区をなくす取組を

行いました。 

 また、職業訓練センターにおいてはパソコン教室

を開催し、パソコンの操作を習得したい方々に参加

していただく取組を行っております。 

 今後のＩＣＴ施策を進める中においては、いわゆ

るＩＴ弱者の方が手続のデジタル化によって、むし

ろ不便になってしまったと感じることのないよう、

支援を合わせた形で行っていく必要があると考えて

おります。以上でございます。 
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○議長（加藤弘己） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） ありがとうございます。 

 全国に目を向けてみますと、高齢化率の高い離島

などにおきましても、行政がキャッシュレス決済や

ネット通販の利用促進の安心安全な利用に向けた教

室やサポート事業を行っているところもございます。 

 先ほどの答弁にもありましたように、湖西市とし

ましては光ファイバー網の整備も進められていると

いうことではございますが、家まで光ファイバーが

来ているのに活用ができない、スマホが使えない、

インターネットの使い方が分からないというような

御高齢の方の声も多く耳にします。そのような課題

については、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（加藤弘己） 企画部長。 

○企画部長（鈴木 徹） お答えをいたします。 

 まず、先ほど言いました光ファイバーの関係につ

きましては、離島や山間地はそのファイバーが来て

るところから家までの距離が非常に長い地区がござ

います。本市の場合はすぐ近くまではそういった光

ファイバー網が来ておりますので、自宅にひくこと

についてはさほど高額な費用にはならないのではな

いかというふうには考えております。 

 ただ、そうはいいましても、そういった機器をひ

いたときの使い方、例えば今スマホが非常に普及し

ておりますけども、スマホの使い方等もなかなか分

からないという方も多くいらっしゃると思います。

そういった方に向けて、今後は例えばタブレット教

室、民間でそういった教室を実際に平成31年度にも

開いているんですが、市のほうとしてはそういった

ところをバックアップするようなことも行っており

ます。また現在、マイナポイントの手続の時期なん

ですが、なかなかこれも手続が複雑で分からないと

いう方いるもんですから、この辺は現在市民課の窓

口にそういったスポットを設置して、手続の支援等

を行っております。 

 今後のそういったＩＴ弱者といいますか、なかな

か不慣れな方にどうやって後押しをしていくかとい

うところについては、行政としてどこまでやれるの

か、また行政として何ができるのか。まずそこの部

分を検証していく必要もあるのかなと思います。民

間事業者の方もいろいろな手を打って、そういった

方のために現在いろいろな政策を練っていると思い

ますので、そういったところとタッグを組んだりと

か、そういったものも考えつつ、何ができるのかと

いう部分から考えていきたいと思います。以上でご

ざいます。 

○議長（加藤弘己） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） 御答弁ありがとうございます。 

 ただいまの答弁にもございましたように、現在、

マイナポイントの手続等も進められておりますけど

も、時々私も１階の市民課の前を通りますと、職員

の方が、御高齢の方ですとかなかなか手続が分から

ないといった方に丁寧に説明されている様子も拝見

することができて、ありがたいなと思うところでは

ございます。 

 しかしながら、昨日の先輩議員への答弁にもあり

ましたが、環境は整っていても、活用が難しいとお

っしゃる市民の方も大勢いらっしゃいます。ぜひ、

ＩＴ弱者の方にも優しい湖西市になっていただける

ことを期待したいと思います。 

 それでは、次の３番の質問に入りたいと思います。 

 昨日の一般質問の中でも先輩議員が質問され、先

ほど私の質問の目的の中でも触れましたが、文部科

学省より、家庭での学習や校務継続のためのＩＣＴ

の活用も推進され、今後ますますＧＩＧＡスクール

構想が加速されていくことが予想されます。 

 そこで、ＳＮＳでのトラブル、ネットでのいじめ

など、子供を取り巻くＩＴ環境の有害情報対策も社

会問題となっております。教育の現場や行政として、

この問題に対して現在取り組んでいることがあれば、

教えてください。 

○議長（加藤弘己） 教育長。 

○教育長（渡辺宜宏） ただいまの質問に対してお

答えをします。 

 現在、携帯電話だとかスマートフォン、ＳＮＳな

どが急速に普及をしており、児童生徒が情報社会で

自分の行動に責任を持つことが重要だというふうに

考えております。犯罪被害を含む危機を回避し、情

報を正しく安全に利用できるように、学校現場では

情報モラル教育に取り組んでいます。 
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 具体的には、授業における情報モラルの学習、専

門家を招いての講演会の開催、あるいは学校・学年

だよりやウェブサイトでの啓発、生活アンケート等

による実態調査などが挙げられます。また、ＰＴＡ

連絡協議会で、各家庭に「児童・生徒の携帯電話・

スマホ等の安全な使用に関するお願い」という文書

も配布し呼びかけたり、地区教育懇談会で話合いを

行ったりしている地域もございます。 

 教育委員会でも、文部科学省や県教委からの講演

あるいは講座の案内、啓発資料を送付しながら、周

知及び活用を呼びかけていきたいと思っております。

以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） ありがとうございます。 

 ただいま答弁いただきましたように、専門家の派

遣ですとか、学校、それからＰＴＡの中でも、多方

面でそういった対策はされているとのことではあり

まして、多少なりとも安心はするところではござい

ますけれども、ＧＩＧＡスクール構想、こちらは湖

西市の未来を担います子供たちの限りない可能性を

秘めた教育であり、非常に楽しみで期待するところ

ではありますが、新たな取組でございますので、現

時点では想像もつかないような課題・問題も発生す

るかもしれません。教育の現場と連絡を密に取りな

がら、先手先手の対策をお願いしたいと思います。 

 最後に、１番から３番までの質問を総括した内容

となりますけれども、既に市民向けにＩＣＴ活用に

よる子育ての環境充実やＡＩスピーカーによる高齢

者支援を行っている自治体もございます。現在、当

市といたしましては、ＩＣＴの普及の面においては、

この庁舎内での推進に向け計画を立てるなど、少し

ずつ動きつつあるようには推測されますが、例えば

近隣市町のように、１番の質問で述べさせていただ

きましたように、袋井市におきましてはＩＣＴ政策

課ＩＣＴ推進室が設立され、ＩＣＴデータや技術を

生かした新しいまちづくりに取り組んでおります。

今後は、広く市民向け、そして民間企業向けにもサ

ポートや新しい取組を進める必要がございます。 

 そこで、新たに戦略的な推進室のような先進的な

部署を設置していくようなお考えはありますでしょ

うか。お聞かせください。 

○議長（加藤弘己） 企画部長。 

○企画部長（鈴木 徹） お答えいたします。 

 現在、ＩＣＴ関連の業務を担っております情報政

策課でございますが、大体業務の主なものはやはり

庁内のシステム管理という部分になっております。 

 今後は、行政のデジタル化、それから市民サービ

スのデジタル化、市全体の将来像について考えてい

く必要があるのかなと考えております。先ほど出ま

したキャッシュレス化とか、あと公共施設のオンラ

インでの予約、そういった市民サービスを充実させ

ていくためにも、新しい組織を今後設置していく必

要があるのかなというふうには考えております。今

後は市全体の方向性を考えていく部署なり課、そう

いったものの設置に向けて前向きに検討を進めてま

いりたいと思います。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 柴田一雄君。 

○１番（柴田一雄） ありがとうございます。 

 湖西市が近隣市町に比べ、先進的なＩＣＴの利活

用によって、より安全安心で快適な暮らしができる

まちとなることを期待しまして、私の質問を終了さ

せていただきたいと思います。どうもありがとうご

ざいました。 

○議長（加藤弘己） 以上で、１番 柴田一雄君の

一般質問が終わりました。 

───────────────── 

○議長（加藤弘己） 次に３番 滝本幸夫君の発言

を許します。３番 滝本幸夫君。 

  〔３番 滝本幸夫登壇〕 

○３番（滝本幸夫） ３番 滝本幸夫です。本日の

一般質問につきましては、空き家対策と活用につい

てということと、湖西市企業シャトルＢａａＳ事業

についての御質問をさせていただきます。 

 まず１問目のほうですけれども、質問しようとす

る背景や経緯ということで、空き家対策とその活用

については、１年前にも一般質問を行い、市として

の施策と方向性を伺いました。職住近接を推進する

当市においては、近い将来誘致される予定の企業の

従業員とその家族の住まいの選択肢の一つとしても、

空き家の活用は有効であると考えます。そのため、
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空き家対策の進捗状況と今後の推進施策はどのよう

なものかということを確認したいと思います。 

 質問の目的。空き家を活用して定住を促進してい

きたいということです。 

 質問の第１ですけれども、制度開始から間もなく

１年となる、住もっか「こさい」定住促進奨励金の

実績について伺うこと。とりわけ、中古住宅を購入

した方の決定件数、そのうち空き家バンク登録物件

購入者はということで、第１の質問にしたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

○議長（加藤弘己） 企画部長。 

  〔企画部長 鈴木 徹登壇〕 

○企画部長（鈴木 徹） 住もっか「こさい」定住

促進奨励金は、令和元年10月から開始をいたしまし

た。しかしながら、対象物件が令和元年10月１日以

降に契約した物件ということもあり、令和元年度に

おける申請件数は３件でございました。そのうち、

中古物件はゼロ件でございました。令和２年度の申

請状況につきましては、８月末日現在で43件、その

うち中古物件は７件、これは全体の16％になります。

その中で空き家バンク利用の中古物件はゼロ件でご

ざいました。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） ありがとうございました。 

 今お聞きしますと、空き家バンクの登録というこ

とが、始まって以来、これは平成27年ぐらいと思い

ますけれども、進捗が非常によくないというか、ど

ういう形で悪いのかと。前回質問したときもそうで

したけれども、結局空き家バンクを通す必要もなく、

中古物件でいいのがあればどんどん決めてしまうと

いうところが優先されてるのかなという気もするん

ですけれども、せっかくこれ始めようとしてやり出

したことですので、どういう形で進めるのがいいの

かということで、もう少し掘り下げていく必要があ

るのかなと思うんですけれども、これ、商売をやめ

てしまって、新たにお店と住まいが一緒になってる

ようなところの登録なんていうのは、どういうふう

にお考えでしょうか。それも同じように通常の空き

家バンクの扱いと同じような形でいくわけですか。

いわゆる商業でやめちゃったとこですね。そういう

とこについては空き家バンクの登録をされると、何

か今以上のメリットがあるとか、そういったことは

ないですか。 

○議長（加藤弘己） 都市整備部長。 

○都市整備部長（土屋守廣） お答えいたします。 

 空き家バンクの制度自体が、個人が自己の居住等

の目的として建築して、現に居住していないという

ことを定義しておるもんですから、居住が伴ってい

ない場合は空き家バンクの対象とはできませんけれ

ども、例えば店舗兼住居であれば、登録が可能とい

うふうになっております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） ありがとうございます。 

 そうしますと、いわゆる続けてきて、施策として

続けているということは分かるんですけれども、新

たな手法といいますか、そういったものを取り入れ

ていかなくてはならないという部分がやはり出てき

てるというふうに考えればいいですかね。このまま

ずっと続けていって、やはり定着して、ある程度こ

ういうことに賛同するよということがあればいいん

ですけども、形を変えるとか、一般の家のほうのこ

れについてどうだということをもっと掘り下げてみ

るということはどうなんですかね。もう少し施策を

変えていくというんですかね。空き家バンクという

登録制度でなくて、ちょっと変えるとか、そういっ

たことは可能なんですか。 

○議長（加藤弘己） 都市整備部長。 

○都市整備部長（土屋守廣） お答えいたします。 

 空き家バンクの制度自体は全国的にも行われてい

る制度でございまして、ちょっと湖西市の中では今

現在１件の登録のみということで、また契約も至っ

ていないという状況はございますけれども、空き家

の対策の一つの施策としては、空き家バンクがある

という取上げ方をしておりまして、実際にはいろい

ろなニーズがあったり、空き家の所有者の方の思い

もあると思いますので、そのあたりは別の施策とい

うか、マッチングとか口コミだとか、そういう中で

欲しい方と提供したい方のマッチングを図っていく

という必要はあるとは思います。 

 だから空き家バンクを拡充するということはなく
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て、実際にはほかの施策を含めてやっていくと。空

き家バンクについては、今回の住もっか「こさい」

定住促進奨励金の中でもインセンティブを与えるこ

とをやっておりますので、これについては今の状況

で進めていきたいと考えております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） 分かりました。ある程度形を

変えられてやられるということもそうですし、今の

ままの継続でも、もう少し頑張ってみようというこ

となので、できる限りの、我々も見ていまして、い

いことがあれば、お話をさせていただきたいなと思

います。 

 それから、今１番の質問とそれからもう２番が重

なってしまってますので、２番もう終わったという

形でも結構なんで、３番に行きたいと思います。 

 新型コロナウイルスの感染症の拡大により、リモ

ートのテレワーク、こういったものが普及が進み、

若い世代を中心とした都市部からの郊外への移住に

関心が高まっているわけですけれども、移住促進の

ために空き家活用者へのリモートワーク環境の整備

に対する補助などの取組ということはどういうふう

にお考えでしょうか、市としては。 

○議長（加藤弘己） 企画部長。 

○企画部長（鈴木 徹） お答えいたします。 

 アフターコロナ、ウィズコロナ、新しい生活様式

の中で、雇う側・雇われる側、ともに働き方に対す

る意識が変容しております。首都圏から地方への関

心が高まっております。これは、職住近接を推進す

る本市にとっては契機というふうに捉えており、空

き家の利活用に関し、リモートワークを前提とした

移住への支援について、今後も研究したいと考えて

おります。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） ありがとうございます。 

 それで、質問しようとする背景や経緯の中でちょ

っとお話しさせてもらったことなんですけれども、

直近で令和５年からスタートする新しい工場の方が、

1,200人ぐらいの雇用はあるということをお聞きし

てるんですが、これに対する市としてのアプローチ

というのはどういう形でされてますか。アプローチ

という言い方は変なんですけども、住まいに対して

こういう空き家があるよとか、リモートワークに適

した形が整ってるよとか、こういうサービスができ

るよとか、そういうのは何かありますか。 

○議長（加藤弘己） 企画部長。 

○企画部長（鈴木 徹） 現在まだ具体的にどうい

った形でアプローチということは考えていないわけ

なんですが、先ほど冒頭でもお話が出ましたように、

要は働く方の考え方とか、会社そのものの考え方も、

大分今回のコロナ禍で変わってきていると。要は移

住するにしても、そこで仕事をするだけでなくて、

そこにレジャーがあったり、山があったり、要は余

暇と働く場所、そういったものを統合して、こんな

まちに住みたいとか、あんなまちに住みたいという

ような選択肢になってくるのかなと。 

 本市の場合も、そういった点では働く場所プラス

余暇を使えると。また、交通的にも東京、大阪、中

心地でもありますし、近くには大きな都市もあると

いうことを考えますと、非常にＰＲの仕方によって

は魅力があるまちなのかなというふうには考えてお

るものですから、今後、一つの部署だけでなくて、

全庁的に、当然観光のこともありますし、就労のこ

ともありますし、そういったものを総合的に連携を

取りながら、まずはＰＲをしていくと。ＰＲを強化

していくということを今後は続けていきたいという

ふうに考えております。 

 特に現在リスティングという新しい手法を用いま

して、一定のエリアにいる方が、例えば結婚だとか

移住だとかを携帯電話なんかで検索をすると、バナ

ー広告として湖西市のいろいろな政策がトップ画面

に上がってくるような、そういったことも現在やっ

てます。そういったことをやることによって、ニー

ズといいますか、何歳ぐらいの方がそういったこと

に興味を持ってるかとか、そういった統計的なこと

も今後提供していただけると思いますので、まずは

湖西市の魅力を広げていくというところから、先ほ

どお話があった1,200名の雇用が今後生まれる方々、

湖西市でそういった工場ができたので働きたいなと

いう方に、湖西市こんないいとこですよということ

を、やはりまずは広げていくというふうに考えてお
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ります。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） ありがとうございます。 

 私もちょっと余暇についてのお話も次聞こうと思

ってたんですけど、ちょうど今おっしゃっていただ

きましたので。都会暮らしというのは非常に殺伐と

したところがあるもんですから、自然の温かさに触

れるというようなことというのは非常に大事だと思

いますので、それを取り入れた施策をしていただく

と大変ありがたいなと思いますし、これから増えて

いってもらって、職住近接につながっていけばいい

かなとこういうふうに思いますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（加藤弘己） 少々早いんですけど、質問の

途中で切って申し訳ないんですけど、ここでお昼の

休憩を取りたいと思います。再開を13時00分とさせ

ていただきますので、休憩に入りたいと思います。

よろしくお願いします。 

午前11時58分 休憩 

───────────────── 

午後１時00分 再開 

○議長（加藤弘己） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 ３番 滝本幸夫君の一般質問を続けます。滝本幸

夫君、どうぞ。 

○３番（滝本幸夫） 昼の休憩を挟みまして、続け

て質問させていただきます。 

 先ほどまでは空き家関係のお話ということでさせ

ていただきましたけども、２番目の湖西市企業シャ

トルＢａａＳ事業についてということでお伺いした

いと思います。 

 「令和２年度Society5.0時代への対応―スマート

シティ実現に向けて―」というセミナーを受講して

まいりましたけども、数ある項目の中からＭａａＳ

事業を選び出して、地域に根差したスマートモビリ

ティサービスを推進していくことが経済の活性化に

もつながり、市民生活がより良いものになっていく

と考えます。 

 質問の目的。現在実施中のコーちゃんバス、デマ

ンドタクシーに加え、近未来の様々なモビリティサ

ービスを推進していく上で、新たな移動手段を市と

してどのようにお考えか確認したいと思います。 

 これの原稿作りました後に、経済産業省と国土交

通省では令和元年６月から新しいモビリティサービ

スの社会実証を通じた移動課題の解決及び地域活性

化を目指す地域や企業を応援するスマートモビリテ

ィチャレンジに取り組んでいるということで、これ

に湖西市が選ばれているということが報道されまし

たもんですから、このことはちょっと私も後で知っ

たということになりますので、この中でまたお分か

りになることがあれば、お話しいただければと思い

ますけれども。 

 １番目の質問事項について、ＭａａＳ事業の湖西

版取組として、湖西市企業シャトルＢａａＳ事業の

今年度における進捗状況と主な取組についてお伺い

したいと思います。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） それではお答えいたしま

す。 

 湖西市企業シャトルＢａａＳ事業の進捗状況につ

いては、経済産業省が実施する地域新ＭａａＳ創出

推進事業の採択を受けたところであり、本事業を活

用して実証実験及び事業の効果検証等を年度内に実

施する予定となっております。 

 本年度の主な取組については、コーちゃんバスと

企業シャトルバスの運行が重複する地域において、

両者が連携して地域住民等に移動サービスを提供す

るための実証実験や、当該移動サービスが地域住民

にどのような行動変容をもたらすかについての効果

の検討を行います。具体的には、高齢者の免許返納

の促進に寄与するかや、市内商業施設への移動機会

の増加等が市内経済の活性化にどの程度寄与するか

等の効果を検証してまいります。 

 さらに、複数企業が独自に企業シャトルバスを保

有・運行している状況から、コーちゃんバスも含め

て共同保有・共同運行を実施する方式に変更した場

合に、どの程度の経費削減効果が発生するか等につ

いても検討する予定でございます。以上でございま

す。 

○議長（加藤弘己） 滝本幸夫君。 
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○３番（滝本幸夫） ありがとうございます。 

 ちょっとつけ足しでお聞きしたいことがあります。

今おっしゃられた計画なんですけれども、実証実験

をするに当たって、市民のニーズということでアン

ケートを取られたりとかそういうことをされてます

か。いかがですか。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） 大変申し訳ございません。

ちょっとうろ覚えな話になってしまいますけれども、

アンケートのほうは取らさせていただいて、令和２

年２月にアンケートのほう実施をさせていただいて

おります。地域の関係者とか通学関係者の方ですと

か、多様な、想定されるニーズになる対象を選びな

がら、アンケートのほうは取らさせていただいてお

ります。以上です。 

○議長（加藤弘己） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） ありがとうございます。 

 使う側のニーズというのは非常に大事なことなん

ですけども、これによって効果が現れるであろう、

買物とかそういうことが増えてくるという前提で考

えた場合に、経済効果という部分もあると思います

ので、その経済効果についての数値というのはどう

いうふうにお考えですか。想定ではこのぐらいは増

えるんではないかとか、ある程度時間帯が違う時間

帯に動けるから、この時間帯に買物しますよとか、

そういうのが増えてきますと、経済効果としては上

がってくるんではないかと思われます。それに際し

ての想定の数字といいますか、詳しいところまでは

いいですけれども、そういったことを考えて、企業

側にもある程度協力していただくと。いわゆるバス

を動かす企業でなくて、買物へ行く先ですね。それ

とか例えば病院の薬を取りに行くだとか、そういっ

たことも関わってきますので、そういったことも含

めて一度どういう形で進めていくのがいいのかなと。

その辺をちょっとお聞かせ願えますか。 

○議長（加藤弘己） 産業部長。 

○産業部長（山本信治） ２番目の質問としてお答

えをさせていただきたいと思います。 

 湖西市が抱える大きな課題の一つが、所得、消費

の市外流出であり、その対策として職住近接をキー

ワードに様々な施策を展開してきており、このＢａ

ａＳ事業でも消費の市外流出抑制に寄与させるため

の取組を行いたいと考えております。 

 具体的には、移動利便性の向上により、高齢者等

の外出機会を増やすこと、また、企業の従業員も含

めて地域に関係する人が市内で消費活動を取るよう

に促す仕組みの導入に向けた検討を進めております。

例えば企業のシャトルバスを利用するための予約ア

プリケーションを活用し、市内の商業施設に移動し

た際にはクーポン等の割引券を発行することや、当

該アプリケーションを通じて市内の商業施設のお得

な情報をお知らせするなどの仕組みの構築を考えて

いきたいと、そのように考えております。以上でご

ざいます。 

○議長（加藤弘己） 滝本幸夫君。 

○３番（滝本幸夫） 分かりました。 

 今までのお話の流れでは、まだこれから全部引っ

かかっていくという形になりますので、ある程度情

報として流していただきたいのは細かな部分で、

我々が協力できるところがあれば協力したいと思い

ますので、その辺を少しずつ議員のほうにも話をい

ただいて、話が分かるようにしていっていただけれ

ば、地域で動くものは非常に動きやすくなるもんで

すから、その辺をお願いしたいなと思います。 

 それから、ちょっとずれるかも分からないですけ

ども、私が今非常に気にしてる部分といいますか、

ファクトフルネスというのがあるんですけれども、

これはやはり正確な情報をいかに流すかということ

に特化されてる本がありまして、こういうのを見ま

すと、思い込んでしまってることが非常に多いんで

すね、やはり。データとか情報というのが非常に思

い込みによってなされてる部分がありますので、そ

の辺をやはりもう一回精査して考えてみるというこ

とは必要ではないかと思いますので、一歩下がって

物事を考えるというふうな形で、今新しい取組、こ

れ始まっていきますので、そうなったときに復唱し

ていきながら、どんどん正確なデータを蓄積してい

くということをぜひお願いしたいなと思います。よ

ろしくお願いいたします。以上です。 

○議長（加藤弘己） 以上で、３番 滝本幸夫君の
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一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（加藤弘己） 次に７番 土屋和幸君の発言

を許します。７番 土屋和幸君。 

  〔７番 土屋和幸登壇〕 

○７番（土屋和幸） ７番 土屋和幸です。よろし

くお願いいたします。 

 私は湖西市の重要課題の状況についてということ

でお伺いしたいと思います。よろしくお願いします。 

 質問しようとする背景や経緯でありますが、浜松

三ケ日・豊橋道路についてですが、確実に進捗して

いることは十分承知しておりますが、予定されてい

る地区の住民の皆さんにとってはいろいろな考え、

関心、期待もありますので、現状でいいので、でき

る範囲で報告をお願いしたいと思います。 

 また、コロナウイルス感染症の陰に隠れて、最近

は市民会館のことが市民に何も伝わらなくなってい

ますので、現状でどうなっているのかの報告が必要

だと考えております。 

 また、市長の任期満了が迫っております。次年度

からは新たな総合計画の推進や、引き続きコロナウ

イルス感染症対策など重要課題がたくさんある中で、

市民は影山市長２期目出馬の意向の有無について、

注目をされております。 

 まず、質問の目的でありますが、先ほど申し上げ

たことについて、一部の市民の方は分かっておりま

すが、多くの市民にとって、市が今どのような方向

に進んでいるのか、非常に分かりにくいのでお聞き

いたします。 

 まず質問事項１ですが、浜松三ケ日・豊橋道路の

事業の進捗はどうですかということですが、自民党

系市議会議員の国土交通省に何度か陳情に行った成

果で、何か光が見えてきたような気はいたしますが、

最近また動きがあるやもしれませんのでお聞きしま

す。よろしくお願いします。 

○議長（加藤弘己） 市長。登壇してお願いします。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 今、土屋議員おっしゃっていただいたとおり、土

屋議員を初め市議の皆様、多数の皆様にも熱心に国

土交通省、東京の国土交通省であったり、今週もで

すか、議長・副議長初め名古屋の中部地方整備局、

また浜松河川国道事務所等々、熱心に何度も皆さん

の御尽力もいただきまして、この浜松三ケ日・豊橋

道路に関しましては要望活動を行わせていただいて

おります。 

 その結果もあって、現在、国土交通省の中部地方

整備局において、概略ルート・構造の検討を行うと

いうことで計画段階評価を現在進行形で進めていた

だいております。これはもう議員も御案内のところ

ですけれども、また経緯としては、昨年、令和元年

５月31日から７月末までの２か月間、ここに第１回

の意見聴取、アンケートということで、アンケート

ですとか地元の企業、また公共機関にもそうですけ

れども、ヒアリングも実施されて、その結果も踏ま

えて、つい最近、今年ですけれども、６月には第２

回の中部地方小委員会が開催されました。そこで、

３つルート案が出たというのは、これも報道されて

ますし、御案内のことかというふうに思っておりま

す。 

 また、湖西市にとっても非常に重要なルートと、

もう一つのインターチェンジ、これが非常に重要だ

と思ってますけれども、インターチェンジに関しま

して、設置場所の基本的な考え方が示されたところ

です。 

 そして、ちょうどもう本当に直近になりますけれ

ども、９月８日、今週の９月８日から、国土交通省

の中部整備局におきまして、第２回目のアンケート

が開始されたところです。これが既に国土交通省の

ホームページには公表されてますし、第１回のとき

にはこの市役所の玄関のところにもアンケートが設

置されました。まだそれが国交省から届いていない

ということですので、これから市民課のところに届

き次第、このアンケートは設置をさせていただきた

いというふうに考えております。 

 湖西市内にも、また前回もそうでしたけれども、

個別に各戸に、無作為抽出なので全ての御家庭では

ないかと思いますけれども、相当程度多くの御家庭

に郵送でこのアンケートが郵送されるというふうに

聞いております。 
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 ここで、このアンケートの結果を踏まえて、３つ

のルートのうち１つにルートが絞られるということ

と、またこの道路のうちのインターチェンジの候補

地が示されるということで、今回のアンケート、９

月８日から約２か月程度行われるというふうに聞い

ておりますけれども、非常にここは湖西市にとって

も重要だというふうに考えております。 

 繰り返しになりますけれども、やはり湖西市内に

おいて、一つでも多くのインターチェンジがしっか

りと設置をされる。これはやはりインターチェンジ

が設置されれば、当然企業からインターチェンジに

向かってのアクセス道路としてよくなります。その

結果として国道301号等々の渋滞の緩和というもの

も期待をされます。また、インターチェンジができ

るということは非常に交通の利便性も高まって、人

や車のアクセスがよくなりますので、そのインター

チェンジの周辺が開発、例えば物流施設、商業施設、

宅地ももちろんそうですけれども、こういったもの

が非常に湖西市の職住近接には前向きに進んでいく

ということを期待しているところです。 

 また、先ほどのアクセス向上ということでは、や

はりさらに道路をしっかりと我々としても整備をし

ていかないといけませんし、インターチェンジ周辺

についてはそういった商業施設とか物流施設が誘致、

設置ができる、宅地が造成できるための土地の利用

計画というものは、具体的には農地を転用したりで

すとか、そういったことも踏まえた策定を積極的に

行っていきたいというふうに考えております。 

 また、これはルートが決まってからなのかもしれ

ませんけれども、市民の皆さんからも言われる、今

も議員がおっしゃった浜松三ケ日・豊橋道路という

名称ですね。一応ここにも議員の通告書にも仮称と

書いていただきましたけれども、ぜひこれは湖西の

名前を入れてほしいとかいう御要望もいただいてお

ります。またこれは地元の機運をしっかりと高める

ということも必要だというふうに思っておりますし、

実際に三ケ日のジャンクションから湖西市を通って

愛知の三河港に抜けていきますので、浜松という言

葉が入ると非常に浜松の町なかを通るような誤解を

与えるという言葉も市民の皆さんから頂いておりま

すので、またこのルートももちろん重要ですけれど

も、名称の点に関しましても、ぜひ市民の皆さん初

め地元の機運を高めていきたいというふうに思って

おります。 

 すみません、少し長くなりましたけれども、いず

れにしても、この道路自体がやはり湖西市にとって

の中長期の発展、物流、防災、観光、様々な点で非

常に大きな経済効果を与える起爆剤になろうかとい

うふうに思っておりますので、ぜひ市議の皆様にも

御協力をいただいて、前向きに早期実現に向けて進

めていきたいというふうに考えております。以上で

す。 

○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） いろいろありがとうございま

した。 

 これからルートの決定に見ていくわけですけども、

アンケート調査というのは、湖西市だけで行うのか、

豊橋とかもっといろいろな周辺を含めたアンケート

調査なのか、ちょっとその辺のところ教えてくださ

い。 

○議長（加藤弘己） 都市整備部長。 

○都市整備部長（土屋守廣） お答え申し上げます。 

 住民アンケートについては、浜松河川国道事務所

のほうからは、ルートを通る予定になっております

豊橋市、田原市、豊川市、新城市、浜松市について

は北区、西区、それから湖西市というところから無

作為抽出によってアンケート用紙が送付されると伺

っておりますし、今の自治体に関係する箇所にはア

ンケートのボックスなんかも設置されるというふう

に聞いております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） ありがとうございます。 

 湖西市にとって、より便利になるように、これか

ら期待させていただきますので、よろしくお願いい

たします。 

 それでは２番目に入ります。 

 市民会館について、コロナの関係だけではないの

かもしれませんが、関係者の方から、いろいろ市民

会館は一体どうなったんでしょうかという、いわゆ

る問合せみたいなのが結構あるんですけども、現状
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で結構ですので、よろしくお願いいたします。 

○議長（加藤弘己） 企画部長。 

○企画部長（鈴木 徹） お答えいたします。 

 市民交流複合施設建設事業につきましては、平成

30年度に湖西市市民会議を開催し、コンセプトを

「子供から大人まで、みんなが行きたいと思う場」

とし、求められる機能や建設候補地、いつまでに造

る目標がよいかなどについて提言をいただきました。

平成31年３月には、市民会議からの提言に基づくロ

ードマップを公表しているところです。令和元年度

は、新施設の利用が見込まれます市民団体等の皆様

から、例えば湖西市文化協会、湖西市自治会連合会

のほか、市内の教育関係団体や福祉関係団体などか

ら御意見・御要望を伺いました。 

 本年度は、平成30年度の市民会議からの御意見を

尊重し、令和元年度の市民団体等の御意見などを加

えた基本構想を策定するための市民ワークショップ

を計画しておりましたが、新型コロナウイルス感染

症拡大防止の観点から、延期としております。今後、

感染症拡大防止を念頭に、開催時期を決定し進めて

まいりたいと考えております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） ありがとうございます。 

 それで、市民会館については、いつ頃とかどの辺

とか、そういったものが、いわゆる具体的なとこが

見えてないので、もしお答えできるようだったら、

ちょっとお願いしたいなと思うんですけど。 

○議長（加藤弘己） 企画部長。 

○企画部長（鈴木 徹） 公表しておりますロード

マップ、そういった中では2029年、これ令和11年に

なりますが、４月に供用開始ということで示されて

おるんですが、今回のコロナ禍、そういった初めて

経験するような世界の状況の中で、当然財政的な面

も今後非常に苦しい状況が続いていくのかなと思い

ます。ですので、公表している内容としては2029年

４月供用開始となっておりますが、今後においては

総合的な判断の中でいろいろと計画なんかも修正が

入っていくのかなというふうには考えております。

以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） 場所はこれからさらに詰めて

いくという考え方でよろしいですか。 

○議長（加藤弘己） 企画部長。 

○企画部長（鈴木 徹） これも今回示されてる中

では、市民会議の皆様から便利な場所ということで

鷲津周辺ということで示されておりますが、先ほど

述べさせていただいたように、そういった意見をま

た集約して、今回、今年開こうと思ってた基本構想

をつくるための会議がコロナの関係で遅れておるも

んですから、前回提言いただいたことなんかも参考

に、今後また新たな市民会議の中で、またその情報

を煮詰めていって、場所についてもどうしてこの場

所になったんだというようなことで基本構想的な部

分をしっかりと煮詰めていきたいというふうに考え

ております。以上でございます。 

○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） ありがとうございます。 

 それでは３番目に入ります。 

 影山市長の11月市長選への出馬表明はいかがです

かという御質問ですが、市民の方から、私に限らな

いと当然思うですけども、影山市長は出馬表明はし

ないのかという問合せが私の周りにもありますし、

いわゆる市長選まではあと２か月ちょっとという時

期がありまして、他市ではもう来年でも市長選に出

馬表明される市長さんもあるようですので、そこら

辺のところを、私どもは問合せについては非常に曖

昧な返事をするしかないので、市長が曖昧な回答し

かしてないのに私がはっきり言うのもいかがなもの

かなと思ってしまいますので。市民の中ではやはり

市長は若くてはつらつとしており、そういった期待

の声もたくさんあります。私も当然その中の一人で

はありますが、市長の口からその辺のところをお聞

きしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。お答え

申し上げますというか、なぜこれが湖西市の重要課

題という、議員の問いの中に入ってるかが不思議な

んですけれども。すみません、それはともかく、ま

ずは結論から申し上げると、これは現時点ではノー

コメントということで、まずは結論を申し上げさせ
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ていただきます。 

 前もお話あったかと思いますけれども、やはり今

の現状、これは新型コロナウイルス、この感染拡大

防止ですとか、新しい生活様式、これに全力を挙げ

て、これは昨日からの質問にもあったとおり、やは

りコロナに打ち勝つまちというか、早期終息に向け

てしっかりと感染拡大、そして社会経済対策という

ことを行っていかなければならないですし、今、そ

の前の問いで、浜松三ケ日・豊橋道路などもありま

したけれども、通常の行政サービスとしての人口減

少社会の中での湖西市の持続可能な発展のために、

職住近接を進めていくということに、今目の前の課

題に向けてしっかりやっていきたいと思っておりま

す。 

 今、議員のお話にもありました、今日午前中、９

時ぐらいですか、ちょうどケーブルテレビのウイン

ディで、袋井市の原田市長は次にはもう出られない

ということも、ちょうど生でウインディでやってお

られましたけれども、そこは他市町は他市町で様々

な動きがあることは承知をしておりますけれども、

僕自身に関しましては、今目の前のこういった新型

コロナ対策等々に全力で立ち向かっていきたいとい

うふうに思っております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） ありがとうございます。 

 市長がコロナ対策に全力で取り組みたいという意

思は分かるんですけども、出馬表明することによっ

て、コロナ対策がおろそかになるというふうには私

は取らないですし、逆に出馬表明しないということ

に対する市民のほうの不安というか、何だという部

分もたくさんあると思うんですね。そういったこと

から、今日も私の所属する委員会の中でも、どうな

のかねという雑談の中で、もうはっきりしたほうが

いいんじゃないのかという声が、やはり議員の中で

もたくさん出るし、コロナも物すごく重要な課題で

はありますけれども、市長選に出馬するかしないか

だけの話なので、ひとつその辺のところはできれば

私としては、はっきりさせていただきたいと思いま

す。 

 それで、市長のお話になった、これが何で湖西市

の重要課題だなんていう、題目がつくんだというお

話があったんですけども、私にしてみれば、この１、

２、３の３つは、非常に市民の関心も高いし、いわ

ゆるこれからの湖西市をどうやっていくんだろうか

という、いわゆる期待と不安と、そういったものが

一緒になってるというか、そういうふうに私は思う

んで、できれば、何となくで結構ですので、その辺

のところをひとつよろしくお願いしたいなと思うけ

ど、どうでしょうか、市長。 

○議長（加藤弘己） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 おっしゃるとおり、この３つ、重要課題というこ

とは議員のお考えとしては当然僕としても理解申し

上げますし、今の期待とか御不安の声とか、様々な

お声は直接に頂くこともあります。もちろん、今の

目の前の新型コロナですとか、様々な職住近接に向

けての政策というのは、当然進めていかないといけ

ないというふうに思っています。その中で、当然法

定のというか、任期が、これはもう市長であろうと

市議会議員も同じですけれども、任期があっての中

だというふうに思っていますので、そこは曖昧な形

でというのは、いつまでもというわけにはいきませ

んけれども、そこは今、中途半端な形でということ

にもいけないかと思いますので、そこは時期を見て

また改めてお話しできる時期が来ようかというふう

に思っております。以上です。 

○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） ありがとうございます。 

 市長のお考えは十分分かりました。これ今後、そ

ういう出馬表明するとかしないとかいう話になると、

いわゆるあと２か月ちょっとなもんですから、いつ

頃をめどに発表するかというのもまたできる限り早

いほうが、いわゆる選挙ですから、勝った負けたが

あるので、俺も出るよ、私も出るよの話になってし

まうので、できるだけ早い時期の出馬表明をお願い

したいというふうに考えております。以上で。 

○議長（加藤弘己） 答弁はよろしいですか。 

○７番（土屋和幸） 答弁は市長のちょっと曖昧で

はありますけども、何となくそんな感じかなと。ち

ょっと言いますか。 
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○議長（加藤弘己） 市長。どうぞ。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。お答え

申し上げますも繰り返しになってしまうんですけど、

曖昧なのか何となくなのか、そこは現時点ではまだ

そういったところを今断言して申し上げる時期では

ないというふうに考えておりますので、改めてそこ

ははっきりと申し上げたいというふうに思っており

ます。以上です。 

○議長（加藤弘己） 土屋和幸君。 

○７番（土屋和幸） ありがとうございます。 

 以上で私の一般質問を終わらせていただきます。

ありがとうございました。 

○議長（加藤弘己） 以上で、７番 土屋和幸君の

一般質問を終わります。 

 これをもちまして、本日予定しておりました一般

質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（加藤弘己） 以上で本日の日程は終了いた

しました。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでし

た。 

午後１時32分 散会 

───────────────── 


